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検体検査
患者さんから採取した血液や尿、便、細胞などを調べる検査です。
○血液検査……白血球・血小板などの数や、ヘモグロビンの値な
　　　　　　どを調べます。
○一般検査……尿・便などに含まれる成分を調べて、腎臓や消化
　　　　　　管などの異常を見つけます。
○生化学検査…腎臓・肝臓の機能や糖・脂質代謝などの指標とな
　　　　　　る、血液や尿などに含まれるタンパクや酵素、脂
　　　　　　質などを測定します。
○免疫検査……免疫機能の状態を調べ、体内に侵入した細菌やウ
　　　　　　イルスを特定したり、私たちの身体が防御機能
　　　　　　として作った抗体、さらには自己免疫の異常な
　　　　　　どを調べます。

採血
○採血室では、一度に10人の採血をします。

微生物検査
採取した検体を培養し、感染症の原因となる細菌やウイルス、真菌
などの微生物を検出し、治療薬選択の助けとなる検査を行います。

生理検査
心電図や肺機能、脳波、筋電図などのほか、体の表面温度を測定す
るサーモグラフィや静脈瘤を調べる空気容積脈波など、他の施設
ではあまり実施されていない検査も行っています。

臨床検査部では、50数名の臨床検査技師を中心としたス
タッフが、主治医からの依頼を受け、血液検査や尿検査、
微生物検査、心電図や脳波の測定など、病気の診断や治療、
副作用チェックなどの健康の維持・増進に欠かせないさ
まざまな検査を行っています。

　臨床検査部では、国家資格を持つ臨床検査技師が、
病気の診断やその後の治療計画などに役立つさまざ
まな検査を行っています。その検査は、検体検査のほ
か、微生物検査、生理検査、遺伝子検査など多岐にわ
たり、すべての診療科の医師と密接に情報交換を行い
ながら進めています。また、感染制御チームの一員と
して院内感染防止のための活動を行ったり、腎臓病教
室や糖尿病教室で患者さんに検査の意義や方法を説
明させていただいたりもしています。
　検査においては、正確なデータをいかに早く医師の
もとに届けるかが大切です。兵庫医科大学病院ではほ

とんどの検査を院内で行うことができ、採血など検査
の入り口から、問い合わせへの対応や追加検査など検
査後のサポートまでを一貫して行えるため、医師の要
望に沿った迅速かつ正確な対応が可能です。また日頃
から、患者さんの不快感を少しでも減らすため採血の
手技や接遇などの質を高めるとともに、トレーニング
や機械・試薬の精度管理を行い、さらには学会や研究
会に積極的に参加して検査や病気について勉強し、検
査のレベルアップを図っています。
　緊急臨床検査士や認定血液検査技師、認定臨床微
生物検査技師、日本臨床神経生理学会認定技術士、認
定一般検査技師といった認定資格をとり、その分野の
スペシャリストを目指す臨床検査技師も増えています。
病棟で看護師とともに患者さんをサポートするなどま
すます活躍の場を広げながら、チーム医療をしっかり
と支えていきます。

臨床検査部　
小
こ し ば

柴 賢
まさひろ

洋 部長

迅速かつ正確な検査を行っています

●主な業務

看護師・助産師募集

0120-456-199
http://www.hosp.hyo-med.ac.jp/nursing/recruitment/
■看護師・助産師採用ホームページ

兵庫医科大学 看護師 検索

人材対策室
〒 663-8501　兵庫県西宮市武庫川町 1番 1号

※学校法人兵庫医科大学では、創立40周年を記念して医学教育、研究、診療をさらに充実・推進するため、
　新教育研究棟の建設を予定しており、そのための寄付金を受け入れております。
　詳細は学校法人兵庫医科大学開学40周年記念事業募金ホームページ（http://www.hyo-med-anniv.com）か
　募金推進室（TEL：0120-456-991）までお問い合わせください。
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■本書の見方

本書では、「診療最前線」のページで紹
介する疾患を、以下のように分類し色
分けしています。バインダーや綴じ紐
などで綴じてご活用ください。

がん

目・耳・
鼻・口
の病気

呼吸器
の病気

腎臓・
泌尿器
の病気

肝臓・
すい臓・
胆嚢
の病気

子ども
の病気

循環器
と血液
の病気

全身
の病気

こころ
の病気

骨・関節
の病気

皮膚
の病気

胃・腸・
食道
の病気

女性
の病気

肝
硬
変

脳・神経
の病気

診療最前線
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体
の
７
～
８
割
を
占
め
る
。
現
在
で
は
、

B
型
肝
炎
に
よ
る
肝
硬
変
は
、
病
状
が

相
当
進
行
し
て
い
て
も
、
抗
ウ
イ
ル
ス

剤
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
す
べ
て
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、C

型
肝
炎
が
原
因
の
も
の
は
、
ウ
イ
ル
ス

の
タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は
、
イ
ン
タ
ー

フ
ェ
ロ
ン
に
よ
り
C
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス

を
消
滅
さ
せ
、
完
治
で
き
る
も
の
も
あ

る
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
の
も
の
な
ら
、
と

に
か
く
断
酒
。治
療
法
は
肝
硬
変
に
至
っ

た
原
因
に
よ
っ
て
異
な
る
の
で
、
徹
底

的
に
検
査
を
行
っ
て
原
因
を
し
っ
か
り

と
見
極
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に

合
っ
た
治
療
法
を
選
択
す
る
。

　
脾
臓
は
古
く
な
っ
た
血
球
を
壊
す
働

き
を
持
つ
が
、
肝
硬
変
で
は
腫
れ
て
機

能
が
亢
進
し
て
お
り
、
正
常
な
血
球
ま

で
過
剰
に
壊
し
て
し
ま
う
場
合
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
患
者
さ
ん
で
は
、
血
小
板

数
が
少
な
く
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

が
行
え
な
い
。
兵
庫
医
科
大
学
で
は
、

内
科
の
研
究
室
で
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

の
治
療
効
果
を
ウ
イ
ル
ス
や
患
者
さ
ん

の
遺
伝
情
報
ま
で
詳
し
く
検
討
し
、
治

り
や
す
い
タ
イ
プ
の
場
合
は
、
外
科
で

脾
臓
摘
出
手
術
を
行
う
。
脾
臓
の
摘
出

は
、
3
セ
ン
チ
大
の
穴
１
つ
と
1
セ
ン

チ
大
の
穴
２
つ
を
わ
き
腹
に
開
け
て
腹

腔
鏡
で
摘
出
す
る
た
め
、
手
術
そ
の
も

の
の
患
者
さ
ん
の
負
担
は
少
な
い
。
手

術
に
よ
っ
て
肝
機
能
が
改
善
し
血
小
板

も
増
え
る
た
め
、
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン

治
療
が
可
能
と
な
る
。
し
か
し
、
術
後

は
細
菌
感
染
へ
の
抵
抗
力
が
弱
ま
る
た

め
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
対
策

が
必
要
と
な
る
。

　「
肝
疾
患
の
治
療
に
お
い
て
は
、
内

科
と
外
科
、
放
射
線
科
の
綿
密
な
連
携

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
」。
西
口
主
任
教
授
と

藤
元
主
任
教
授
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
こ

の
２
人
と
、
同
じ
く
肝
臓
を
専
門
に
し

て
い
る
放
射
線
科
の
廣
田
省
三
主
任
教

授
は
常
時
診
療
を
共
に
し
て
お
り
、「
内

科
、外
科
、放
射
線
科
の
連
携
が
非
常
に

し
っ
か
り
し
て
い
る
の
が
、
兵
庫
医
科

大
学
病
院
の
特
徴
」と
胸
を
張
る
。
月
に

一
度
の
3
科
合
同
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
で

は
、
医
師
を
中
心
に
し
た
30
～
40
名
の

ス
タ
ッ
フ
が
集
ま
り
、
一
人
ひ
と
り
の

患
者
さ
ん
の
治
療
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
い
う
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
れ
ば
、手
術
前

に
肝
臓
の
形
や
大
き
さ
、が
ん
の
位
置
な

ど
が
わ
か
り
、
ど
の
部
分
を
ど
れ
だ
け

切
除
す
る
か
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

で
き
る
。
こ
の
技
術
は
、厚
生
労
働
省
の

先
進
医
療
と
し
て
認
定
さ
れ
、他
の
病
院

に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　「
以
前
は
、一
度
肝
硬
変
に
な
っ
て
し

ま
う
と
元
に
は
戻
ら
な
い
と
考
え
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
一
部
の
肝
硬
変
は
完

治
し
ま
す
」と
西
口
主
任
教
授
。

　
長
期
に
わ
た
る
過
度
の
ア
ル
コ
ー
ル

摂
取
も
肝
硬
変
の
原
因
の
一
つ
だ
が
、

最
も
多
い
の
は
B
型
お
よ
び
C
型
肝

炎
な
ど
の
ウ
イ
ル
ス
性
の
も
の
で
、
全

　
兵
庫
医
科
大
学
病
院
は
、
2
0
0
8

年
4
月
に
肝
疾
患
診
療
連
携
拠
点
病
院

に
指
定
さ
れ
た
。
同
年
10
月
に
は
肝
疾

患
セ
ン
タ
ー
を
設
立
。
大
学
内
の
連
携

だ
け
で
は
な
く
、
兵
庫
県
下
の
専
門
医

療
機
関
、
協
力
医
療
機
関
、「
か
か
り
つ

け
医
」と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
化
し

て
高
度
な
肝
疾
患
診
療
体
制
を
確
立
す

る
と
と
も
に
、
多
く
の
治
験
や
先
進
的

治
療
を
行
う
な
ど
、
常
に
最
先
端
の
治

療
を
目
指
し
努
力
し
て
い
る
。
肝
疾
患

セ
ン
タ
ー
長
で
も
あ
る
西
口
主
任
教
授

は
言
う
。「
肝
疾
患
を
持
つ
患
者
さ
ん
が

私
の
目
の
前
に
来
た
時
点
か
ら
、
病
気

を
一
切
進
行
さ
せ
な
い
つ
も
り
で
や
っ

て
い
ま
す
」。
患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
、

ど
ん
な
に
心
強
い
言
葉
だ
ろ
う
。

強
い
連
携
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

タ
イ
プ
に
よ
っ
て
は

完
治
す
る

肝・胆・膵外科
藤
ふじ

元
もと

 治
じ

朗
ろう

主任教授

肝硬変・・・・・・・・・・・・・・・277件インターフェロン新規導入（治験や肝硬変を含む）・・・・・144件内視鏡下食道静脈瘤治療・・・110件肝癌治療
手術・・・・・・・・・・・・・・・・179件RFA（ラジオ波焼灼療法）・・・102件TACE（肝動脈化学塞栓療法）・・・247件

診療実績（2010年1～12月）

Vol.１１は、２０１４年１０月の発行予定です。

バックナンバーは、兵庫医科大学のホームページよりご覧いただけます。
http://www.corp.hyo-med.ac.jp/public/hearts.html
または、　兵庫医科大学　ハーツ　で検索してください。

　平成２６年４月１日以降、「個別の診療報酬の算定項目
が分かる明細書」を、無償で患者さんに交付することが厚
生労働省令により義務付けられ、当院では平成２６年２月
２４日より実施しています。
　それに伴い外来医療費支払機が新しくなり、すべての患
者さんに領収書と明細書の交付ができるようになりました。
　大型液晶モニターで、患者さんに見やすく、操作も誘導
ランプと音声のガイダンスでわかりやすく、患者さんに優
しい設計となっています。

　より良い療養環境を提供させていただくため、1号館12
階に特別病棟を設けています。
　病室はすべて個室で、液晶テレビ・DVDプレーヤー・冷
蔵庫・電子レンジを配備し、他病棟の病室内ではご遠慮い
ただいております携帯電話、パソコンがご利用可能です。
　また、病棟へは専用のカードで出入りしていただくよう、
セキュリティーも完備しています。
　ゆっくりとおくつろぎいただけるよう、新聞や自動販売
機などを備えたデイルームもあり、静かでゆったりとした
雰囲気の中で療養いただけます。お部屋やデイルームから
は素晴らしい眺望を楽しむことができます。

　先進的で高度な医療を推進する兵庫医科大学病院に、が
んの早期発見や再発・転移などの診断に力を発揮するPETセ
ンターが設立されてから、8 年目となりました。
　PET/CT検査は最先端の放射線技術を結集した検査方法
であり、がんの診療に欠かせない検査として発展しています。
私たちはこれまで蓄えた豊富な知識と経験を基に、精度が高
い新しい検査法・治療法の導入、検査精度の向上、サービス
の向上に取り組んでいきます。特定機能病院として、地域の
医療機関や先生方と連携してがん診療の一翼を担い、がんの
制圧を目指して悪性腫瘍と闘うすべての人を支えていきます。

NEWS

兵庫医科大学病院PETセンター外来医療費支払機が新しくなりました

兵庫医科大学病院特別病棟

ご予約・お問い合わせ先

受付時間：月～金　8：30～16：45　/ 土　8：30～13：00
（第2・第4土曜日、日曜日、年末年始及び11月22日を除く）

０１２０-６１２３-６７（フリーダイヤル）

お問い合わせ先 ０７９８-４５-６１７５

特別室ご希望の方は、担当医師・病棟スタッフにお申し出ください。
詳しい設備・環境・見学は 1 号館１階入院受付までお問い合わせください。

■がん
■目・耳・鼻・口の病気
■胃・腸・食道の病気
■呼吸器の病気
■骨・関節の病気
■脳・神経の病気
■皮膚の病気

■肝臓・すい臓・胆嚢の病気
■腎臓・泌尿器の病気
■循環器と血液の病気
■全身の病気
■こころの病気
■女性の病気
■子どもの病気




